
　　　　

2026 年 4 月 1 日

8 時 30 分から 14 時 30 分まで あり なし

健康・生
活

運動・感
覚

認知・行
動

言語・コ
ミュニケー
ション

人間関係・
社会性

主な行事等 七夕まつり、水あそび、収穫祭、クリスマス会、節分、ひなまつり会（同法人施設合同）参観会、講演会

家族支援

事業所での様子を保護者の方に伝えていくとともに適切な声掛けや支援方法を共有し

ていきます。また療育参観会や専門職による講演会などの機会を提供し、お子様への

関わり方を一緒に考えていきます。
移行支援

お子様の強みや必要な配慮等を踏まえ、関係機関との連携を図りながら

就園・就学の環境を一緒に考えていきます。また移行がスムーズにいく

ようにケース会議などを行っていきます。

地域支援・地域連携
関係機関と連携して、お子様とご家族が安心して過ごせるよう体制を整え支援を進め

ていきます。
職員の質の向上

法人研修、委員会研修、各種外部研修、事例検討会

支　援　内　容

本
人
支
援

健康な心と体を育て、健康で安全な生活を作り出していきます。家庭と連携を図りながら、日常生活に必要な基本的技能を獲得できるように個々に合わせた支援をします。

姿勢と運動・動作の基本的技能の向上、感覚の特性への対応ができる環境を整えていきます。お子様の得意や苦手を知り、粗大運動・微細運動を通して発達段階に合わせた支援を

します。

一人ひとりの認知の特性に配慮し、見通しを持って活動に取り組めるように視覚的にスケジュールやルールを提示していきます。「できた」「やってみたい」という気持ちを育

み、成功体験を積み重ね自信をつけられるように支援していきます。

活動を通して、自分の気持ちを伝える、相手の話を聞くなど言語の表出・受容やコミュニケーション能力向上のための支援をします。感情や事柄と言葉の意味を結びつけること等

により自発的に言葉を表出し、職員や友達と関わる楽しさを体験できるようにしていきます。

活動の中で集団でのルールやマナーを学ぶ機会を設け、社会性の発達を促します。基本的な信頼感を育み安心感を得たり、自分の感情のコントロールの仕方を学んだりする中で思

いやりや協調性が身に付けられるように支援します。

法人（事業所）理念

・一人ひとりの心に寄り添い、個人の発達の状況に合わせた保育を行う
・子ども達が「人」を好きになる（叱らず丁寧に向き合う。小さなことでも褒めて伸ばす保育）支援を行う
・保護者が安心して預けられる安全な環境づくりに務める
・一人ひとりのプランを保護者とともに考え、関係機関（保育所、幼稚園、自治体、医療機関、療育機関）と連携した支援を行う
・職員一人ひとりが児童発達支援事業所の職員としての自覚をもち、知識の習得と向上、人間性の向上に務める

支援方針

児童発達支援きたはまキッズわくわくでは、細やかな面談での聞き取りを通してお子様の発達状況や今すべき課題を見極めたうえで、指導の方針や内容を考えていきます。
また、お子様が実際の集団生活の中でも自分の力を発揮できるよう、通われる保育所・幼稚園などの機関とも連携していきます。
・視覚的に理解して、自発的に学べる環境づくり
何をどれだけ・どのようにやると終わりなのか明確にした教材づくりをしています。
・できること、できないことの把握
好きなことや嫌なことの原因や背景を知ることによって、傾向を把握し個別指導に生かしていきます。
・社会性を身に付けるトレーニング
自分の気持ちや意見を伝えること、集団でのマナーやルールなどを具体的に実践していきます。

営業時間 送迎実施の有無

事業所名 学校法人北浜学園　児童発達支援きたはまキッズわくわく 支援プログラム 作成日


